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I 研究のねらい

「凶|深数'苧.J¥H科教育動向調査の 2003年調査J (国際教育到達度評価学会)によると児童が

算数の勉強が楽しし、かについて f強くそう思う JIそう思う Jと替えた割合は、 25ヶ国中 24位

であったf また、「平成 15午度小・中学校教育課程実施状況調査J(文部科学昔、)や I平成 16

年度児童・生徒の学力向上を図るための調査J(東京都教育委員会)の結果等を見ると、 f数学

的な考え方Jの向上を凶り、「楽しさJを味わう授業を創造することが求められている。これま

での様々な研究や実践においても、問題解決的な授業の展開、個に応じた指導法の工夫などが

行われてきた。教科書においても伝達型・詰め込み型の授業ではなく、児童の関心を高め、問

題解決的な授業展開を促す記述が見られる。 資け l 

しかし、児童の f考える力」のInJ_I二を岡り、[楽

しさ Jを味わう授業を創造するためには、さらに

教材を扱う教自liの授業の在り方に改善すべき課題

があるのではなし、かと考えた。そこで、各障調査

結果から、他の領域・内容と比較して児竜の到達

状況が低く、かつ教師が指導上の難しさを感じて

いる(資料 1)関数の考えの指導を中心に授業改

苦の方策を明らかにすることにした。

E 研究の内容と方法

盟主主亙韮
関数の考えのよさに気付かせ、進んで問題の解決に活用する態度を育てる授業へと改善していけば、

考える }Jを伸ばし、算数の楽しさを味わわせることができるであろう

{惨考) (世害者)

児童
小学後第5学年 小学校第5学年 中学校第2学年

F数量のlItわり方 「分数のたし纂 『事象の考察lこ
(生徒) や数貨の関係J やひき算J 一次関数を活用

にとって (%) {崎)
することJ (崎}

興味iiも-ちやすい 15.6 60. 1 9. 6 
同司._ー_圃圃ーーー_・._---ー"・・ーーー・・ーーーー・・ー ーー・・ーー・・・由・__骨骨帽

をもちに〈い 52. 4 10.8 60. 3 

理解iLし-や-すい 10.9 86. 8 2. 4 
ーーーーーーーーーーーー・・ー・・喧 再ー----同国司園町田園町圃圃 ーーーーー__句向__.ーーーー.. 崎司 1 

;しにくい 69. 6 2.9 82. 5 

『平成15年度IJぃ中学校教育甥捜索!fi状況調査

質問紙扱査集計結果ー曹数・数学-J
平成11年9月国立教育政簸研究所による報告書

『教師の車線調査』結果より復粋

!I;11':';"'.ー.l'..~ ....時‘'

基盤盟主
( 1) 文献.先行研究等を

~~ iι|考える jJJ を{巾

!1し、 I楽しさ j をl味わ

わせるための綬業の在
り方をI何ら治込にしたに

(2)学習指導要領解品者:

等合基iこ「関数の考えJ

の指導上の視点を定義

した口

蓮童盟主
( 1) 教師及び児童を対象

に、考える楽しさを感じ

る湯面、また、児童が「関

数の考えをやかして問

題を解決する力j等につ
いて、鋭.問紙法で β月に

調査・分併を行った

(2) 全学年の授業観察を

行い、教師の仰Jきかけの

分析を行った

室珪笠主
各学年における関数の考えを1中ば'.j-年

間指導対ー耐を作成し、 t受業設立十ンート、教

師の問いかけ・言葉かげ、授業後の教師の

働きかけチェツクシートを活用して以下

の半年、領域で検f;正授業を iiった φ

0第 1・2 ・3学年の各学年『数と，:1'Iij( J 

0第4 ・5・6学年の各学年 f数量問係j

その結果、児曜のをえるカと楽し δの向

上に結び付いたのかを明らかにした↑

E 研究の結果と考察

1 基礎研究

(1) r考える力』を伸ばし、「楽しさ』を味わわせるために

l考える I とは「あれこれと思量し、事を明らかにする(r).. U字苑第四版J)J、「経験や知識をも

とにして、末hlの事柄を解決または予想しようとして頭を働かせること(f新明解国語伴典J~省吹

不正版)Jなどとある ι|考えるJことが起こるためには、未知の事柄があることをまず白覚し、

①
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それについて f知りたいJr分かりたしリと意識されるこ とが必要である。 fあれ?J rどうして?J 

「なぜかな?Jなどの心的変化を起こす場面を設定し、問いを見いださせる活動へ促していく

ことが、主体的に f考える J児童の育成につながると考えた。「楽しさ」については、算数科の

目棋の中では 「活動の楽しさ」として表現され、児蛍に気付かせることを閏棋としている。こ

こで用いている「活動Jとは 「算数的活動Jであり、その中には、思考情動などの内的な活動

{小学校学習指導要領解説算数綴 P14) を主とするものも含まれている。そこで、算数科の目標の中に

は、「考えるJ ことの楽しさに気付かせていくことも含まれている ととらえた。

(2)関数の考えを伸ばすために

関数の考えとは 授業では、児童の発達段附から、 f規則性Jを

数iil;や閲形について扱う!燃に、それらの変化や
対応の規取藤!に務自して問脳を解決していく考え

「き烹.21J(注 1)(注1r規則IJ r秩序j広辞苑第 4版)

という表現にかえて指導する。「きまり に着目し

て問題を解決していく 考え」を伸ばすためには、指導者が次のような 3つの視点から教材をと

らえ、問題解決的な学習を行うことが大切であると考えた。

三、(関数の考えJを伸ばす3つの視点: (:.:':児童に考え .ぎを託;わ::i:~:と :
視点 1 変化の様子や対応のきまりをとらえる直観力 rooというきまりがありそう J
視点 2 きまりの範囲を見通し、 一般的な法則を導き 「数が大きくなって もこの式やき

出す力(一般化を図る力) まりは使えそう J

視点 3 見付けたき まりを活用するカ 「このきまりを使ってみよう J

2 調査研究

(1 )質問紙法による調査

第 5学年の児童 (208名)を対象に「算数の時間、考える ことは楽しいかJまた f楽しいと

感じるのはどのようなときか」等の調査を質問紙法で行った。その結果、少し困難なチャレン

ジ問題を考えるときや自分の方法で考えるとき、 または、解決したことを友達と話し合うとき

が楽しいと思っている児童ほど、算数の時間は考えるのが楽 しい と思っている ことが分かつた。

また、第 4学年までの学習を基にして解決できる数量関係の発展的な問題を制査問題とし、

実態の把握を行った。その結果、 I正答が導き出せる」ことと「算数の時間、考える ことは楽し

いと思う Jことと の相関関係はほとんどなく(相関係数 rO.151J)、正答を導き出せれば、算数

のl時間は考えるこ とが楽しいと思っているわけではないこ とが明 らかになった。これらの結果

から、関数の考えの指導においては、特に、関数の考えを使って、問題を解決 していく過程に

楽しさを味わえる よう授業を改善 していく必裂があると考えた。

(2)授業観察法・記録による調査

児童はどのようなときに主体的に考え、どのよう

なときに自ら考えることをやめるのかを明らかにす

るために、授業観察と記録による分析を行った。そ

の結果、学習過程のある部分、または全ての部分で

教師が児童の主体的な思考を妨げる問いかけをする

ことがあることが分かった (図 1)。そ こで、児抵の

考える力を促すには、教師の問いかけや言葉かけを

改善していく必要があると考えた。

② 

図 1

分母t:同じにして.このl問題町計算をしまL..tう.

司考え方のよさ'1:11付かせずに.曹寧りや公式を使えるようにする
ことに主砲を置いた揃樽と鰐信告しがちである.
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3 実践研究

(1 ) 【提案】「関数の考えの指導における授業改善』のための|3つの Stepl

基礎研究、調査結果を踏まえ、関数の考えの指導における授業改善の方策を以下のように考

え、検証授業を行った。

〈事例〉第 4学年『見付けよう!2けたのひき算のひみつJ(7月)より

|Step 1 :授業設計〈聞い・関散の考え・楽しさ〉 Irあれ?J rどうして?J rなぜかな?Jなど活

動を通して見いださせたい聞い、身に付けさせたい関数の考え(直観力、一般化、活用の 3つ

の視点)、味わわせたい楽しさを明確にし、授業を設計する。(表 1参照)

|Step 11 :引き出し促す教師の働きかけI2けたのひき算をするうちに、児童が答えにきまりが

あることを見いだし、その根拠を追究していけるよう次のように教師が働きかける。

-引き出す問L、かけ・言葉かけ o促す問いかけ e 雪薬かけ *~~，価する言葉かけ T (教師) c (児京) 表 1

1 . 課題を把握する υ

回目 回回囚回回目回囚
Tく>rどのようにするのですか。やってみてください。 J
c r同じ答えの仲間同土、並べるんだよコ J

TO floから191までの数字カードの中から、 2つの数を c rH， 18， 27， "'J  

選んでくれますか。 j

c r白と囚J

c r 7 8だ .JC r87にもなる。 J

c rやっぱり 9の段の答えになっているョ J

T・「整理した式を比べて気付いたことはありますか。 j

c r答えが 9になるときの式は、数字カード同士が 1違い

TO r 2けたの数が二つできたね。ひき算をしてみまし

ょっ。 J

だJ (回目一回囚=Hの固と囚の差は 1) 
c r答えが 18のときは、 2つ違いだう j

c r 8 7ー 78J C r9だ" J c r (数字カードの差) x 9が答えになる" J 

TO rさらに違う数字カードを 2枚選びましょう。 J
※何回か問じ活動を繰り返すc c rあれ ?ηJ

「関数の考え・視点 21
.きまりが使えるのかについて話し合う内

T・『気付いたことがあるのですね。みんなに教えてく TO rきまりの式は、どんな数の時も使えそうですかo J 

れますか。 J c r85-581土、 (8-5) X~)=27 になる a

c r答えが 9の段の答えになっているみた.¥<'?J 筆算で確かめてもやっぱりそうだソ J

c r偶然じゃなレのj 寸 聞い l 「関数の考え・視点 31
5. 新たな聞いの追究をする。2. 聞いをもち、解決の見通しをもっ。

TO rいつでもそうなのでしょうか。 j T+r今日のひき算をやってみて、思ったことはあります

c rもっと調べないと分からないよοJ ヵ、 J

3. 自力解決をする。

TO r他の数の場合について調べてみましょう。 J
. 2つの数を選んで、いろいろな計算式を作り調べる c

c (ランダムに調べて考えている" ) 

c rたし算でもやってみたい U 何かきまりがあるのかもし

れない内 J "l関数の考え・視点 31
c rひき算のときに見付けたやり方を使ってみよう円 J

6. 新たな問いについての見通しを話し合う。

c (一つの数を闘定して考えているヴ) c rたし算は違うきまりみたいだよ J

21-12= 9~児童のやり方の桜拠を静
3 1ー 1:{=18 "'"き取り、そのよさを評価す

T女『他の場合についても調べようと考えているのがいい

ですね。 J

41-14=27 1る， * rこのように調べると 7. 今日の学習を振り返る。

51-15=36 I使った数字が分りやすいで T・ fノートに今日学習してよいと思った考え方、どんな

ところが楽しかったか、どんなことが自分に身に付いて

いたかなど書きましょう。 J
ね。j ，ノ

c rやっぱり 9の段になるみたい。 1

1関数の考え・視点 11
4. 解決したことを基に気付いたことを話し合う。

c r最初に答えが r9の段になっていそう』と気付いたT

さんはすごい" J 

-見つけたきまりについて話し合う J

c f答えのグループごとにしたら?J 

|Stepm :評価と振り返り|設定した関数

の考えが、児童にどのように身に付いて

いるか、また、きまりを見いだし追究す

ることに楽しさを味わうことができたか、

ノートの記述、学習感想、自己評価欄等

を基にして評価する。

さらに、教師自身の働きかけはどうで

あったか「働きかけチェツクシート J(表

2 )を用いて振り返るようにする。

c rきまりを見付けたのが楽しかったの J

c rきまりの式をもっと使ってみたい。J寸膏H..す1

「教師の働きかけチェツクシート」より一部抜粋 表 2

【悶いを生み出す場面1 ~ 
口 児予定の発したつぶやきや反応を生かして、本時の目標にせ l

まる課題に焦点化することができたか、 軒

【見通しの場面】
口 問いに対して『たぶん~になりそう jなど、どのような締

果;になるか考えさせるなど児藍の直線カを引き出す問いか
け・言葉かけができたか白

【追究(自力解決)の鳩函】
口 見通しをもとに、児童自らが考えたやり方で解決の方向に

向かうように促す問いかけ・常業かけをすることができた
も、

【集団検討の場面】
口 集聞で見いだした多織な考え方の共通点や差異点を獲
理・統合することを促す問いかけ・言葉かけができたか。

【生活に生かす場面】
口 一般化した考え方を他の緑町でも用いて考えたくなるこ h

とを促す問いかけ・青葉かけをすることができたかコ l 

@ 
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(2) 第 4学年「変わり方を調べよう J(11月)実践結果と考察

学級全体の変容 教師の言葉かけ(T)と児童の反応から見る変容表 3

(人) 考えるのは療しかったか 図2
自寺 観察児童 A 観察児童 B 

25 第 甲骨(時計の秘密は) 安時骨1・のきまりが分か:
20 

t 
1 O(青の数)+0 (赤の: ったじ

/ 時 数)= 1 :~という式にな
15 

ヘ/
ると思う。 3 : 2 
T r Aさんは、自分で見10 グ¥ つけたきまりを工夫し

5 
i ヲ淘e，dE戸-

. 
，会みよ遣

てノートにまとめてい.... 
;ぉ たよ。 Aさん、みんなに。

ポ~ベポ~ヘ〆4h #拶 ぽ4h44F32izi:BLない
紹介してくれますか。』

第 合どうやれば、わり算の *ほかにどんなきまり。
2 (きまりのある)時計が があるのか知りたいの ! ー制一号う思わない できるのかなコ TfBさんは他にどんな・繍導時期・時間 一秘ー柵回答 時

; 4 きまりがあるか、進んで 2 
(人) 「関数の考え」を用いるカ 図3 考えようとしているよ。

25 他にもきまりのある問
‘、、 題はあるのかな。次に考

20 
¥ えてみましょうねJ

15 
¥ 第 *きまりの式は、どんな: 女きまりの式を使って

10 
_. 

3 数でも使ってできると :4 みていいなと思った内 。3、.... 
いう考え方がいいな。.- 一. H寺

5 
...~長~二 第 宵みんなで、もっと(ー・ 合もっと大きな数(の場・。

4 方の数が)大きな数にチ:4 合)で、きまりの式を使 (4①規則性の先見②一般化を図るカ ③活用する力 ャレンジしたい同 って計算したい〉一+ーよ〈できる H寺
一・ーで舎る

第 ベ バ テスト苦か三玉らÏ')見Eる克「関数「否の安考否え話1可3 つーの王視室点可のを定~ji若1，¥ 一合一あまりで曾ない
一持ーでき怠い 5 (D~受-t--;語市 c:--~-:;r Ï')-f-j[~\- じ:

育は関数の考えを附すことにつながる反応 V時 だす力は「ょくできるI だすカは「ょくできるJ

-数値は「考えるのは楽しかったかJについて ②式への一般化を図るカは ②式への一般化を図る力は

の自己評価 『ょくできるJ I fょくできる j

4 (そう思う) 3 (わりとそう思う)
③一般化した式を活用する力 ③一般化した式を活用する
は「できるJ カは『できるJ

2 (あまり恩、わない) 1 (思わない) -発展的な課題には挑戦しな ・発展的な課題に挑戦し、き

指導後に「関数の考えJを用いる力
かった代 まりを発見するところまで

できた 3

と考える楽しさの相関関係を調べた結果、相関係数は rO.45J で相闘があった。よって、関数

の考えを伸ばすことにより、考える楽しさの向上につなげることができたと言える。また、 I聞

いJや I関数の考えJを児童が見いだしたときに、教師が肯定的に評価する言葉かけを行った

結果、考えを身に付けさせ、楽しさの向上につなげることもできたと言える(表 3)。授業設計

の段階で、児童に身に付けさせたい関数の考えを明らかにしておくこ在、さらにその考えを引

き出し促す問し、かけ、言葉かけをすることは有効であったと考えられる。関数の考えを伸ばす

3つの視点のうち、見いだしたきまりを式に一般化する力の定着については課題が残った。さ

らに多くの身近な事例を通し、発達段階に応じた指導が必要であると言える。

(3)第 5学年「使うマッチぼうは何本 ?J (9月)実践結果と考察

指導の結果、見いだしたきまりを一般化する力は 65%に上がった(図 4)。これは、平成 15

年度教育課程実施状況調査問一問題の通過率 38%を上回っている u 楽しさについても、授業後

21人中 20人がこの問題について考えるのが楽しいと感じて

いた。授業設計の段階で一人一人がマァチぼうを扱ってImlt、

を見いだす過程や一般化した式を活用(関数の考え・視点 3) 

するよさを味わわせることに指導の重点をおき、授業で児童

の考えを引き出す働きかけを行った結果と言える。

N 今後の課題

I考える力Jを伸ばすことを指導 fl標の中心とした授業展開例・教師の働きかけをさらに追

図4
(%) 個数回唱えを生かした腺踊解決カ由変化
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加していくこと。
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